
平成31年3月25日

国土交通省 関東地方整備局

第8回有識者会議における

ご意見に対する関東地方整備局の考え方

参考資料－２



番号 いただいたご意見の概要 関東地方整備局の考え方
資料-2 骨子 本資料

ページページ 章節

1

・環境に配慮した治水計画を検討すべき。 ・ご意見を踏まえて、環境に配慮した治水については、
骨子「2.河川整備計画の目標に関する事項」に、小貝川
の豊かな自然環境に配慮しながら、堤防の拡築及び河
道掘削等により洪水を安全に流下させる整備を推進す
る旨を記載しました。

3 2

2

・貴重種の生息環境の保全について検討す
べき。

・ご意見を踏まえて、貴重種の生息環境の保全について
は、骨子「2.河川整備計画の目標に関する事項」に、小
貝川が有している河畔林、瀬と淵、ヨシ原等の保全・再
生に努めつつ、多様な動植物が生息・生育・繁殖する小
貝川の豊かな自然環境を次世代に引き継ぐよう推進す
る旨を記載しました。

3 2

3

・本支川間の連続性について確保すべき。 ・ご意見を踏まえて、本支川間の連続性の確保について
は、骨子「3.1.3(2)自然環境の保全・再生」に、流域住民
や関係機関と連携し、流域に広がる生物の生息・生育・
繁殖の場を広域的に結ぶ生態系ネットワークの形成に
努める旨を記載しました。

8 3.1.3(2)

4

・河川管理施設の維持管理体制を構築す
べき。

・ご意見を踏まえて、河川管理施設の維持管理体制に
ついては、骨子「2.河川整備計画の目標に関する事項」
に、河川の有する多面的機能を十分に発揮できるように
するため、地域住民や関係機関との連携や意識の向上
を図りながら、小貝川の適切な維持管理に努める旨を
記載しました。

3 2

第8回有識者会議でいただいたご意見（１／３） 小貝川
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番号 いただいたご意見の概要 関東地方整備局の考え方
資料-2 骨子 本資料

ページページ 章節

5

・気候変動への対応について検討すべき。 ・ご意見を踏まえて、気候変動への対応については、骨
子「2.河川整備計画の目標に関する事項」に、地球温暖
化に伴う気候変動により、将来、洪水、渇水、水質悪化
等のリスクが高まると予想されているため、関係機関と
連携しつつ、これらのリスクに総合的・計画的に適応す
る施策を検討する旨を記載しました。

3 2

6

・施設の能力を上回る洪水に対して、ハード
対策だけでなく、ソフト対策についても実施す
べき。

・ご意見を踏まえて、ソフト対策については、骨子
「3.1.1(7)施設の能力を上回る洪水を想定した対策」に、
ソフト対策として実施する主な内容を記載しました。

7 3.1.1(7)

7

・減災対策については国が支援する体制を構
築すべき。

・ご意見を踏まえて、減災に関する関係自治体との連
携については、骨子「3.2.1（10）洪水氾濫に備えた社会
全体での対応」に、技術的な支援などを記載しました。

12 3.2.1(10)

8

・地域毎に水害対応策を検討すべき。 ・ご意見を踏まえて、地域毎の水害対策については、骨
子「3.2.1(10)洪水氾濫に備えた社会全体での対応」に、
減災対策の具体的な目標や対応策を、関係自治体と
連携して検討する旨を記載しました。

12 3.2.1(10)

9

・子供への防災教育等について支援すべき。 ・ご意見を踏まえて、防災教育については、骨子
「3.2.1(10)洪水氾濫に備えた社会全体での対応」および
「3.2.3(6)環境教育の推進」に記載しました。

12
14

3.2.1(10)
3.2.3(6)

10

・地域と連携して治水の取り組みを実施すべ
き。

・ご意見を踏まえて、地域と連携にした治水の取り組み
については、骨子「4.1 流域全体を視野に入れた総合
的な河川管理」に、雨水を一時貯留したり、地下に浸透
させたりという水田の機能の保全について、関係機関と
連携しつつ、推進を図る努力を継続する旨を記載しまし
た。

15 4.1

第8回有識者会議でいただいたご意見（２／３） 小貝川
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番号 いただいたご意見の概要 関東地方整備局の考え方
資料-2 骨子 本資料

ページページ 章節

11

・環境問題に取り組んでいる団体を支援す
べき。

・ご意見を踏まえて、環境団体への支援体制については、
骨子「4.2地域住民、関係機関との連携・協働」に、小貝川
における関係自治体や地域の教育委員会、学校、ボラン
ティア団体、民間企業等との連携・支援を積極的に図り、
河川協力団体や地域住民や関係機関、民間企業等と一
体となった協働作業による河川整備を推進する旨を記載
しました。

14 4.2

12

・歴史的な経緯や流域の特徴について分か
りやすく住民に伝える工夫をすべき。

・ご意見を踏まえて、治水技術に関する伝承については、
骨子「4.3治水技術の伝承の取り組み」に、過去の治水技
術について整理し、保存や記録に努める旨を記載しまし
た。

14 4.3

13

・農地を水田、畑等に分類して記載すべき。・補足にて説明します。
・ご意見を踏まえて、原案に、水田と畑に分類して記載し
ます。

- - P5

14

・慣行水利権についても記載すべき。 ・補足にて説明します。
・ご意見を踏まえて、原案に慣行水利権がある旨を記載し
ます。

- - P5

15

・小貝川の歴史的な経緯を整理し、記載す
べき。

・補足にて説明します。
・ご意見を踏まえて、原案に歴史的な経緯を記載します。

- - P6

16

・小貝川に生息する魚類を調査し、把握し
て議論すべき。

・第8回にて提示の「資料-2 小貝川の現状と課題」p25に
おいて、魚類の重要種を示しております。

- - -

第8回有識者会議でいただいたご意見（３／３） 小貝川
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【第8回有識者会議でのご意見】

ご意見に対する補足資料の概要 小貝川

・農地を水田、畑等に分類して記載すべき。

・小貝川の歴史的な経緯を整理し、記載
すべき。

・慣行水利権についても記載すべき。

【補足資料の概要】

・農地の土地利用の割合について、水田と畑地に分類した割合を整
理しました。【p5】

以下の内容を記載した資料を整理しました。 【p6】
・鬼怒川との分離により洪水から守られることで、新田開発が可能に
なるとともに、用排水路の整備により、多くの耕地と村々が誕生し、
現在の肥沃な穀倉地帯の形成に連なる。
・小貝川には、鬼怒川左岸で取水された水の一部が流れ込み、上流
から下流に至まで農業用水等で繰り返し利用される他、下流では
工業用水としても利用されている。

・最大取水量は、許可水利権・慣行水利権の取水量の合計である旨
を追記しました。【p5】

①

②

③
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①土地利用状況 ②水利用状況 小貝川

つくばみらい市

取手市
龍ヶ崎市

下妻市

筑西市

下妻市

つくば市

常総市

利根町

結城市

八千代町

牛久市

真岡市

小山市

下野市

上三川町

宇都宮市

芳賀町

高根沢町

守谷市

■土地利用は、山地等が51％、農地が46％（うち、

水田34％、畑地12％）、宅地等が3％となっている。

○山地等：51％
○農地 ：46％

水田：34％
畑地：12％

○宅地等： 3％

土地利用状況

（第10回河川現況調査）

小貝川の土地利用
（国土数値情報：平成26年）

工業用水

農業用水

工業用水

約０．８㎥/s

農業用水

約３７．０㎥/s

水利用状況

小貝川の水利権量割合（最大取水量）
（平成30年3月末現在）

 小貝川の水の利用は、

農業用水98％、工業用

水2％である。

※最大取水量は、許可水利権・慣行水利権の取水量の合計

原案に記載します。
・水田・畑地の割合を含めた土地利用状況
・許可水利権と慣行水利権の取水量の合計
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③小貝川の歴史的な経緯 小貝川

小貝川には、鬼怒川左
岸で取水された水の一
部が流れ込み、上流か
ら下流に至まで農業用
水等で繰り返し利用さ
れる他、下流では工業
用水としても利用され
ている。

鬼怒川との分離 鬼怒川から小貝川への排水

東北地方
からの物資

江戸

舟
運
の
確
保

鬼
怒
川

小
貝
川

利根川

1630年
台地部の開削

1615～1629年
台地部の開削

分離後の河道

分離前の河道

新田開発

6

江戸時代初期まで、小貝川は鬼怒川と合流し利根川へ注いでいた。し

かし洪水から地域を守り、また当時の輸送の主力である舟運を確保す

るために1,600年代に台地部を開削し人工的に小貝川と鬼怒川が分離

され現在の河道の姿になった。小貝川下流部についても新田開発のた

めに同年代に台地部を開削し付け替えを行った。


